
修学旅行学習お知らせプリント 

【修学旅行学習プロジェクト名】 

我ら！HIGAKURU × FAMILY 

～京都の実情から見えた東久留米市の良さを導き出せ～ 

 

 奈良・京都を巡る修学旅行を通して、以下のねらいにそった学習を行います。３年間の総

合的な学習の時間で行ってきた探究活動の総まとめとして、班で協力して行ってください。 

 ※今回は「京都市」と「東久留米市」とを比較しながら学習を進めていきます。 

 ※「Mission(日々果たすべき使命)」と「Vision(実現したい未来)」を意識しながらの 

活動となります。 

  Mission：「東久留米市がより良い町になるための案を考え続ける」（全班共通） 

  Vision：「東久留米市を○○な町にしたい」（各班で考える） 

 

≪ねらい≫ 

 修学旅行を通して気付いた「京都の魅力・課題」と比較して、我が町東久留

米市の魅力・課題を再考し、そこからより良い市にするための取組案を考える。 

※南中学区＆東久留米駅周辺の地域をより住みやすく、魅力的にするための取組を考える。 

※実現可能性の低いものは不可（例：映画館を建てるなど） 

※現状あるものを最大限活用する案だとVery Good！  

 

【事前学習（別紙参照）】 

１）自分の出席番号で指定されている「奈良・京都にある寺社仏閣」を紹介する。 

２）インターネットを活用し、「京都の魅力と課題」をまとめる。 

⇒Wordを使って作成してもらいます。 

 

【事中学習（行程中に行うこと）】 

１）事後学習で使う写真を撮る。（各見学場所での集合写真。「京都の魅力・課題」につなが 

るもの）〔学習係〕 

≪撮影時の注意事項≫ 

・公共のマナー(写真撮影が可能かなど)を守り、一般の方々に迷惑をかけずに撮影する。 

・班員以外の人が特定できる写真や、見た人が不愉快になるような写真は撮らない。 



２）各見学場所等でのパンフレットを集める。〔基本は学習係〕 

３）しおりの所定のページにメモをとる。〔全員〕 

※その他、「MST(南中 School Trip)バズッタグラム」用の写真も１枚撮っておくこと。 

 

【事後学習】 

裏面の参考資料を踏まえながら、班内で役割分担をし、パワーポイントで資料を作り、 

発表する。（Teams を利用） 

≪スライド内容（発表時間：約７分）≫ 

１）タイトル、班員紹介 

２）修学旅行を通して気付いた「京都の魅力・課題」 

３）（２）と比較して見えた「東久留米市の魅力・課題」 

４）班の「Vision（実現したい市の未来…○○な市にしたい）」の発表 

５）東久留米市をアピールするためのキャッチコピー（（３）・（４）の内容を踏まえること） 

６）南中学区や東久留米駅周辺の地域をより良くするための取り組み案 

→「△△(具体的な場所)」で「○○をしよう」、「○○を設置しよう」や、「○○を□□ 

のように変えよう」といった具体案を考える。 

※（３）～（６）が１番重要な部分です。 

 

≪作成上の注意≫ 

１）今まで行ってきたスライド作り＆発表での反省を思い出し、生かす。外見にこだわり 

すぎない(アニメーションなど)。中身で勝負する。 

２）（２）「京都の魅力・課題」～（６）「より良くするための取り組み案」はスライド１枚 

にまとめなくて良い。 

３）班員と情報交換＆共有をしながら作成すること。 

  「京都や東久留米市の魅力・課題は○○と△△だね！」「東久留米市のキャッチコピー 

は、こんなのどう？」など。 

⇒班員全員で、事後学習に取り組もうとする姿勢が大事！！ 

 

 

 

 

 

 



事後学習プレゼン資料作成に向けての参考資料 

市内中学生に聞きました・・・（令和２年度実施）※青少協提供資料 

≪東久留米市への満足度≫ 

・「やや不満」、「不満」が高い項目 

１位：防犯への取り組み 

２位：災害に対する備え 

３位：東久留米駅前の魅力 

４位：道路の安全性 

５位：バリアフリー化 

 

≪町づくりにおける要改善点≫ 

１位：防犯への取り組み 

２位：災害に対する備え 

３位：道路の安全性 

４位：バリアフリー化 

５位：鉄道やバスなどの利用のしやすさ 

 

≪東久留米市に住みたい理由（抜粋）≫ 

・田舎すぎず、都会。にぎわいすぎじゃなく、普通の感じが良い。 

・おだやかな雰囲気。 

・自然豊か。きれい。 

・都心に近く、アクセスが良い。 

・畑があったり、広い公園があったりするところ。 

 

≪東久留米市に住みたくない理由（抜粋）≫ 

・田舎だから。「東久留米は○○だから有名」と言われるようになりたい。 

・これといって有名なものがない。 

・高齢者に意識しすぎて、若者への取り組みが少ない。 

・将来、仕事できる場所が少ない。 

・道が暗すぎる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←「こんな地域にする」という目標 

←「こんな地域にする」という目標 


